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（目 的）
第１条 この規程は，北翔大学・北翔大学短期大学部研究紀要に関する必要な事項を定めることを
目的とする。

（発 行）
第２条 研究紀要は，各学部１種類とし，原則として年各１回発行する。
２ 研究紀要に掲載された論文等は，原則として国立情報学研究所により電子化される。但し，執
筆者から電子化を許諾しない旨の申し出があった場合はこの限りではない。

（資格等）
第３条 研究紀要に論文等を掲載できるのは本学及び友好交流校の専任教員に限る。ただし，共同
研究者はこの限りではない。

２ 研究紀要の同一誌・同一号に記載できる同一執筆者の論文などは，原則として１編とする。た
だし，２人以上の共著の場合はこの限りではない。

３ 研究紀要には，論文のほか作品発表，研修などの研究活動の記事についても掲載することがで
きる。

４ 研究紀要に掲載する論文などは，未公刊のものに限る。
（委員会）
第４条 研究紀要の編集・発行等に関する事項は，紀要編集委員会（以下「委員会」という）が行
う。

２ 論文などの採否・掲載順の決定は委員会が行う。
３ 委員会は，原稿中の字句，体裁等についての校訂を行い，その結果に基づき，著者に対して再
検討を求めることができる。

４ 再検討を求められた著者が，委員会が定めた期日までに原稿を提出しない場合は，原稿を取り
下げたものとみなす。

５ 委員会は，論文等の校訂にあたり，委員会以外の者の協力を求めることができる。
（編 集）
第５条 研究紀要の原稿の受付は常時行う。ただし，研究紀要の発行日との関連から締切日を設定
する。

２ 締切日以前に発行予定号のページ数に達した場合には，その時点で締め切り，それ以降に受理
したものについては次号に掲載する。

３ 発行予定のページ数に達しない場合は，受理した分のみで編集する。
４ 校正は，初校及び再校を著者校正とする。
（費 用）
第６条 研究紀要への掲載は特別の場合を除いて無料とする。
２ 著者に対しては，別刷３０部を贈呈する。ただし，これを超える分は，著者の負担とする。
（要 項）
第７条 研究紀要に掲載する論文等の要項は，次のとおりとする。
� 論文等の１編の長さは，図・表を含めて印刷面１６ページ（４００字詰原稿用紙で約６０枚相当）以
内とする

� 論文等の原稿は，所定の様式（４２字×３５行×１６枚）に従い記入すること
� 論文等の原稿には，和文及び外国語の表題・著者名をつけること
� 日本語の論文等には，外国語の抄録を添えることができる（３００語程度）なお，抄録のキー
ワード（五つ以内）をつけることができる。

� 外国語の論文等には，６００字程度の日本語の抄録を添えること
� 図・表に関しては，番号を付して本文中に挿入するか，本文と別に作成する場合には挿入箇
所，大きさ（字数×行数）を原稿欄外に指示すること

� タイプ打ちされた原稿とＦＤ（フロッピーディスク）の提出が望ましい。その場合，ＦＤの
ラベルに，タイトル，著者，原稿作成ソフト名を記入すること

（改 廃）
第８条 この規程の改廃は，運営連絡委員会の議を経て学長が行う。

◆編集後記◆

『人間福祉研究』も第５号の発行となった。大学開設以来、毎年、学部所属の

スタッフによって行われた研究の足跡である。第４号までの紀要は、文部省申請

の設置スタッフによって構成されてきた。開学後５年目の今年度は、スタッフの

異動が若干あり、また「福祉心理学科」の増設に伴い新たなスタッフも増え、新

しい研究の息吹が吹き込まれた。このような学部の動きを反映し、今回の紀要は、

今まで以上に多様な分野から、多角的にアプローチしている学部の研究者たちの

姿が垣間見られるものとなった。これらの研究は、今後ますます深められると同

時に、一緒に生きている学部スタッフとの交流を通して、「人間」「福祉」をベー

スに、さらに横に広がり、学際的なものとなっていくことだろう。そして、１０号

目にはきっと、本学独自の学風が創りあげられ、それが紀要に反映されているこ

とだろう。この紀要によってその足跡を残し、また、これらの実績を通し「大学」

としての使命と、そして本学が地域・社会で存在する意味とを証明していくこと

を願っている。

坂本 道子

平成２２年度・人間福祉学部紀要編集委員会

藤原 素子 J．J．フランク 飯田 昭人

 ／表紙  2011.03.29 13.52.00  Page 2 


